
代表取締役会⾧ 林香与子が第１５回渋沢栄一賞に受賞
～四国から初の受賞者～

【平成29年2月14日 表彰式開催】

平成２９年2月24日

この度、埼玉県が主催する「第１５回渋沢栄一賞」に当社代表取締役会⾧ 林香与子が受賞しまし
た。四国から初の受賞者となりました。
渋沢栄一賞は、近代日本の産業経済の礎を築いた「日本資本主義の父」とうたわれる渋沢栄一が産

業経済の発展だけでなく、福祉や教育などの社会事業にも尽力した功績を顕彰するとともに、今日
（こんにち）の企業家のあるべき姿を示すため、渋沢栄一の精神を今に受け継ぐ全国の企業経営者を
表彰するものです。

【受賞理由（埼玉県発表）】
〇優れた経営面
・レンコン加工業界を牽引してきたパイオニア企業。
・1978年中国からのレンコン輸入開始。輸入量は現在7,800tを超え、輸入初年度の約156倍。
・2003年に(有)マルハファームを設立、徳島県の休耕田を借受け、レンコン栽培を開始。耕作放棄地
の減少・地域農業の振興に貢献。

〇地域及び社会貢献面
・徳島県内の女性社⾧の先駆けとして女性の起業・経営を支援。
・障害者を積極的に雇用（障害者雇用率18％）。障害者施設からのインターンシップや体験学習等を
実施。

・徳島県経営者協会初の女性副会⾧として、徳島県の企業の発展・地方産業経済の興隆に寄与。
・（一社）日本惣菜協会副会⾧・中四国支部⾧として、日本の中食・惣菜事業の発展に寄与。

《本件に関するお問合せ》
株式会社マルハ物産 広報宣伝課 TEL：088-699-2345 FAX：088-699-2796

各 位

表彰式は平成２９年２月１４日、大宮
ソニックシティ（埼玉県大宮市）にて開
催されました。
当日は上田清司埼玉県知事、小島進深

谷市市⾧、渋沢栄一記念財団 渋沢雅英
理事⾧を始め、県議会議員の方々、経済
団体や企業関係者など多くの方が出席さ
れ、大変盛大に執り行われました。

今回の受賞を機に、当社の社訓である『和と信用を重んずる』を原点として、地域経済・農業・
社会福祉への貢献活動により一層取り組んで参ります。
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